
 

 

 
 
上越市立清里中学校から依頼を頂き、各学年の国語と英語で「Web 配信問題」を使った授業改善の

方法を先生方と共に考える要請訪問を行いました。今号は国語編です。生徒の「思考力」を育成する

授業づくりに向け、どのように取り組んだのか紹介します。第２回配信の際の参考にしてください。 

「思考力」の育成に向けた国語の授業では「全員に思考させるとともに、その思考の量と質を上

げていくこと」が重要です。そこで、「振り返り」の時間に「どの問題で、どのように思考させる

か」の視点から担当の先生方と協議しました。決まった内容は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

Web 配信問題の変更点等を説明し、「授業後半に、⑸のベス

トアンサーをグループで考えるので、一通り問題は解いておこ

う」と声を掛け、解答に挑戦しました。 

解答状況を確認して回ると「本文は３分〜５分で読み終わる

こと」「⑴から⑷で手の止まる問題はなく、解答は想定以上に

順調なこと」などが分かりました。20 分時点で⑸まで終わって

いた生徒が 80％以上いたため、机上を赤ペンと答案だけにし⑴

〜⑷の自己採点を行いました。 

 はじめに「ベストアンサーの要件」について問い掛ける

と、生徒からは「条件に合わせること、問いに応じた文末

にすること」などの意見が出ました。実は「条件に合って

いるとはどういうことか」が大切なのですが、そこを思考

させるためにあえて触れずに「振り返り」に入りました。 

「振り返り」は３人グループで行いました。こだわりポ

イントを基にベストアンサーを修正したり、ベストアンサ

ーを基にこだわりポイントを追加したりと、話し合いなが

ら試行錯誤する様子が見られました。終了時刻が来ても、 

Learning View

１ 事前準備では 「振り返り」を中心とした１時間の展開の検討 

２ 解答場面では 「Web 配信問題変更点」の説明と解答状況の確認 

３ 「振り返り」では 「振り返り」と「全体共有」の様子 
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「Web配信問題を活用した振り返り」実施報告 『国語編』 

 
①「振り返り」には、多様な解答が出ると予想される最終作文問題の⑸を使い、ベストアンサーづく

りを行う。また、考えた際のこだわりポイントも話し合わせる 

② 問い⑴〜⑷までを先に自己採点してから⑸の「振り返り」に取り組む ※⑸を考えやすくするため 

③ 50 分間の流れと時間配分（解答 20 分→自己採点５分→「振り返り」15 分→全体共有 10 分） 

④ グループワーク用のシートを作成する。ベストアンサー記入用【A】と、こだわりポイント記入用

【B】の２枚のシートを作成。ラミネートをかけマーカーで書き消しできるようにする 



集中して取り組んでいて、なかなか活動をやめないグル 

ープが多くあったので、「他グループの考えも聞いてみ 

たくない？」と尋ねると、どの生徒もうなずいて発表準 

備を始めました。右は、あるグループが作成した、ワー 

クシート【A】【B】です。 

最後に、各グループのベストアンサーを黒板に掲示し、 

順に説明させて共有していきました。３グループが発表 

したところで時間に 

なり、⑸の自己採点 

は次時に行うことに 

して終了しました。 

 右は、Google forms を用いた事後アンケー

トの結果ですが、全生徒が「Web 問題を活用し

た問題実施と振り返り」を肯定的に捉えている

ことが分かります。 

 左は、同じアンケートの自由記述です。記述から、

仲間と話し合いながら試行錯誤する中で、納得解に

辿り着けた達成感や、仲間の考えを基にした思考の

深まりを読み取ることができます。また、「もっと

他の班の発表が聞きたかった」という意欲の高まり

も読み取れます。 

 以上のように「問題実施と振り返り」を行

うと、子供たちが協働し、たくさん思考しな

がら学習に取り組めることが分かりました。 

また、最も活発に対話を進めていたグルー

プは「こだわりたい言葉とその理由」を話題に

していました。このことから、「ベストアンサ

ーづくり」では、右のように、進め方を工夫す

ると、さらに多くの生徒の思考を促せるので

はないかと考えます。 

 

 後日、担当の先生に「問題実施と振り返り」を行った後の日常授業の変化について伺いました。 

 「思考が対話を促し、対話が思考を促す」そうした授業が、日々行われていることが伝わってきま

した。清里中学校の生徒のみなさん、先生方、誠にありがとうございました。 

４ 生徒の感想 「振り返り」実施後アンケートから 

５ 授業者の感想 全員が思考できる「振り返り」に向けて 

【質問】今回行ったその場で「振り返り」を行う 

Web 配信問題の方法をどう思いますか？ 

とてもよい   … 62.5％ 

よい      …  37.5％ 

あまりよくない …    ０％ 

よくない    …    ０％   

【全員が思考するための進め方の工夫】 

① ⑸の解答用紙の最後に「こだわりたい言葉」と

「それはなぜか」を書く欄を設け、解答時間内に

記入させておく ※低位の生徒も考えられる 

② 振り返りでは、まず全員から①で書いた考えを

出させ、シート【B】を使った「こだわりポイン

ト」の話合いから始める 

③ それを基にベストアンサー【A】を仲間と考え、

記入していく 

【自由記述】 

・班員全員の書いてある目線が違い、うまくまとめ
るのに時間がかかったけど、自分が答えたものよ
り納得できるものができてよかったです。 

・友達の意見をすぐに聞くことができ、自分では考
えつかないような切り口から考えたりしていたの
で面白いと思いました。 

・班のメンバーで納得がいくまで話し合えたのはよ
かったのですが、時間がたりず他の班の発表が聞
けず少し心残りがあります。 

・話合いなどの時に、多くの生徒が自分の考えを持ち、表現できるような手立てを意識するようになった。 
（グループ活動で全員に話す番が回ってくるようにする →個人で考えを準備する必要度も増す など） 

・発表に対して質問する場面で、質問したいことをグループで話し合う時間を短時間でも取るようになった。 
子供たちも、そうした「話し合って、考えを深める活動」に面白みを感じ、前のめりに取り組んでいる。 

・机間支援の際、ワークシートなどの書きぶりから、一人一人の考えや進捗状況を見て回り、それらを基にその
後の授業展開を考えることを、今まで以上に意識するようになった。（例えば、正答よりも先に、あえて異な
る考えの意見を拾って対立させ、それを基に思考を促すような展開 など） 

上越教育事務所では、「Web 配信問題を活用した振り返り」についての要請訪問を随時受け付けております。 

ベストアンサー用【A】 こだわりポイント用【B】 

https://www.niigataeduc-support.jp/app/document/detail?cd=11844 

 

シート【AB】の元データは
Tea Room からダウンロード
が可能です。右の URL から

どうぞ。 

https://www.niigataeduc-support.jp/app/document/detail?cd=11844

